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とれたよ～!!

とれたよ～!!

農業委員会の指導・協力のもと、三郷北小学校の5年生がたまねぎの収穫を行いました。
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　６月定例会では、農業委員会委員の任命に係る同意１１件、専決処分の承認１件、

条例改正や補正予算・契約締結などの議案８件、繰越計算書および寄附の報告が提

出され、全て同意・承認・可決しました。

　一般会計補正予算は、当初予算から７，８１６万２，０００円を減額し、補正後の予算

総額は１０３億７，１８３万８，０００円となりました。

　６月定例会では、農業委員会委員の任命に係る同意１１件、専決処分の承認１件、

条例改正や補正予算・契約締結などの議案８件、繰越計算書および寄附の報告が提

出され、全て同意・承認・可決しました。

　一般会計補正予算は、当初予算から７，８１６万２，０００円を減額し、補正後の予算

総額は１０３億７，１８３万８，０００円となりました。

平成２9年第２回（６月）定例会（6月2日～9日）平成２9年第２回（６月）定例会（6月2日～9日）
こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

☆補正予算の主な内容☆☆補正予算の主な内容☆
●クールチョイス普及啓発事業委託料

５００万円 増５００万円 増５００万円 増５００万円 増 １５７万７，０００円 増１５７万７，０００円 増１５７万７，０００円 増１５７万７，０００円 増
クールビズなど、さまざまな地球温暖化対策事業を地域
と連携して総合的に推進

☆クールチョイスとは？
地球温暖化の原因は、ＣＯ２の排出です。環境に配慮
していないモノ、コトを選ぶことで、家庭からのＣＯ２排
出量が増えてしまいます。そこで、ＣＯ２削減のため、
消灯・温度設定・節水などの普段の行動に加えて、ク
ルマ、家電、住宅などの身の回りのものを選ぶとき、
これからのことを考えた目線で選ぼうという運動です。

●コミュニティ事業助成金

５2０万円 増５2０万円 増５2０万円 増５2０万円 増
自治会活動に対する助成（２団体）、自主防災組織に対
する助成（１団体）

☆コミュニティ事業助成金とは？
宝くじの社会貢献広報事業として一般財団法人自治
総合センターが実施する、コミュニティ助成事業にお
いて採択された団体へ助成されます。コミュニティ活
動に必要な備品や集会施設の整備、共生のまちづく
り、安全で活力ある地域づくり等の活動が対象です。

同学園内のキャンパス内に仮設校舎の建設に着手で
きる見込みとなりました。

グラウンドの使用であるが、中学生の授業と大学生
の講義が重ならないように使用していくのか？

来年度の授業カリキュラムが決定していませんが、
重ならないよう大学と調整しながら、Ａ面とＢ面を使わ
せていただけるよう協議してまいります。

大学で借りる施設は？

パソコンルーム、体育館、図書館、グラウンドを使用
させてもらいます。そのほか、被服室、調理室等は大
学のカリキュラム次第で使用できるよう調整してまい
ります。

●町県民税特別徴収税額通知書に係る
　発送経費

平成29年度分より納税義務者のマイナンバーを記
載することが義務付けられたため、簡易書留にて通知
書を発送

２２３万９，０００円 増２２３万９，０００円 増２２３万９，０００円 増２２３万９，０００円 増
●臨時職員賃金

介護保険の新規申請について、認定調査及び総合
事業をより適切に行うため、職員を新たに雇用

１１８万４，０００円 増１１８万４，０００円 増１１８万４，０００円 増１１８万４，０００円 増
●子ども・子育て支援制度システム改修委託料

国において保育士等の処遇改善措置が行われること
に伴い、子ども・子育て支援制度システムを改修

９，３３６万２，０００円 減９，３３６万２，０００円 減９，３３６万２，０００円 減９，３３６万２，０００円 減
●道路・水路改良、舗装補修工事
　交通安全施設設置工事

社会資本整備総合交付金の内示額が決定され、当
初の見込みから大幅に減額となったため、交付金を
活用した補助事業を再検討・見直し
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催
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　掲載しております一般質問は、
通告書による質問に対して１回
目の回答の要旨を掲載していま
す。再質問やそれらに係る回答、
また掲載以外の質問等について
は、会議録に詳しく掲載してお
ります。
　会議録は議会事務局、町立図
書館において閲覧できますが、
発行時期等詳しくは議会事務局
にお問い合わせください。

「
ト
イ
レ
洋
式
化
普
及
率
」
は
平

成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
奈
良
県

全
体
で
34
・
9
％
と
全
国
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
も
の
の
、
本
町
に
お
け
る
普
及
率

は
45
・
3
％
と
全
国
平
均
を
若
干
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
直
近
の
各
学
校
普
及
率
を
見
て

み
ま
す
と
、
本
年
５
月
１
日
現
在
、
三
郷

小
学
校
で
は
28
・
2
％
、
三
郷
北
小
学
校

で
は
64
・
3
％
、
仮
設
校
舎
で
の
三
郷
中

学
校
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
体

で
約
57
％
の
普
及
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
三
郷
小
学
校
の
普
及
率
が
他
校

に
比
べ
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

度
及
び
次
年
度
の
２
か
年
計
画
で
既
存
の

和
式
ト
イ
レ
14
か
所
を
洋
式
に
改
修
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
施
工
中
の
三
郷
中
学
校
の

新
校
舎
で
は
、
全
て
の
ト
イ
レ
を
洋
式
と

す
る
予
定
を
し
て
お
り
、
平
成
31
年
４
月

に
は
本
町
に
お
け
る
小
中
学
校
の
洋
式
ト

イ
レ
の
普
及
率
は
約
70
％
と
な
る
見
込
み

で
す
。

本
年
４
月
よ
り
奈
良
学
園
大
学
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
建
設
し
た
仮
設

校
舎
で
の
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
、
は

や
２
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

生
徒
達
も
徐
々
に
新
し
い
環
境
に
慣
れ
つ

つ
あ
る
と
の
報
告
を
学
校
長
よ
り
受
け
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
仮
設
の
建
物
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、「
廊
下
を
歩
く
と
音
が

響
く
」
な
ど
多
少
の
不
満
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
の
通
学
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
練
習
場
所
な

ど
、
生
徒
達
が
今
ま
で
と
違
っ
た
環
境
下

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
来
る
だ
け
ス
ト
レ

ス
を
和
ら
げ
、
負
担
の
軽
減
に
寄
与
す
る

た
め
に
は
、
生
徒
の
声
を
聞
く
こ
と
が
有

効
で
あ
る
と
考
え
、
全
校
生
徒
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、実
施
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
学
期
中
に
本
調
査
を
行
い
、
回
収
後
、

問
題
点
や
対
応
策
を
検
討
し
、
出
来
る
限

り
の
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

A

A

小中学校のトイレの洋式化推進を
平成31年４月には、本町の普及率は約70％となる
見込みです

文部科学省での昨年11月の調査では、公立小中学校の「トイ
レ洋式化率」は全国で43.3％だが、トイレ整備に対する全国
の教育委員会の聞き取り調査では、各学校で今後洋式便器を多
く設置する方針が全体の85％だった。三郷町も学校トイレの
洋式化を推進すべきと考えるが、町の現状とこれからの計画は？

仮設校舎での生活について生徒の声を
聞いてはどうか

全校生徒を対象にアンケート調査の実施を
予定しています

中学校の校舎建てかえのため、４月から奈良学園大学内の仮設校
舎での生活が始まっている。一定の期間が経ち、仮設校舎での生
活が落ちついた頃に、仮設校舎での生活、通学、クラブ活動など、
生徒達に直接声を聞く必要があると考えるが、町の考えは？

Q

Q
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て
い
た
だ
き
、
館
内
に
設
け
た
「
武
鹿
文

庫
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
日
々
、
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
く
と
共
に
、
童
謡
コ
ン

サ
ー
ト
や
講
演
会
等
で
三
郷
町
の
文
化
振

興
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
度
は
図
書
館
が
開
館
20
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、童
謡
活
動
グ
ル
ー
プ「
星

の
会
」
に
よ
る
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定

し
て
い
る
他
、
新
し
い
企
画
と
し
て
子
ど

も
達
で
構
成
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、国
・
県
や
一
般
財
団
法
人
「
日

本
童
謡
協
会
」
な
ど
の
関
連
団
体
と
も
連

携
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
広

く
町
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
魅
力
あ
る
童

謡
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

武
鹿
悦
子
さ
ん
は
、
詩
集
「
ね
こ

ぜ
ん
ま
い
」
や
童
謡
集
「
こ
わ
れ

た
お
も
ち
ゃ
」
等
で
日
本
童
謡
賞
な
ど
数

多
く
受
賞
さ
れ
、
代
表
作
の
「
き
ら
き
ら

ぼ
し
」
は
、
現
在
も
世
代
を
超
え
て
全
国

の
多
く
の
方
々
に
歌
い
継
が
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
19
年
に
は
図
書
館
に

５
０
０
冊
を
超
え
る
児
童
図
書
を
寄
贈
し

「童謡の町　三郷町」として
あらゆる機会を通じて広く町内外へアピールし、魅力
ある童謡のまちづくりを推進してまいります

三郷町に在住の武鹿悦子さんは、「きらきらぼし」の作詞家とし
て有名な児童文学作家である。昨年、町制施行50周年事業の一
環として、「童謡歌碑」また町長手づくりの「きらきらぼしオルゴー
ル水車」が町のシンボルとして設置されたが、文化のまち三郷町
をもっとＰＲするための、「童謡の町　三郷町」としての施策は？

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
域

を
越
え
て
共
同
で
事
業
を
行
う
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

効
率
的
、
効
果
的
に
実
施
で
き
る
こ
と
か

ら
、
昭
和
45
年
に
王
寺
周
辺
広
域
市
町
村

圏
協
議
会
を
設
立
し
、
予
防
接
種
の
町

医
・
学
校
医
に
関
す
る
契
約
、
介
護
や
福

祉
を
テ
ー
マ
と
し
た
協
議
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
病
児
保
育
や
成
年
後
見

制
度
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
本
町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り

な
が
ら
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
広
域
７
町
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
、
必
要
に
応
じ
た
地
域
間
連
携

の
枠
組
み
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
王
寺
町
・
香
芝

市
・
大
阪
府
柏
原
市
と
連
携
し
て
実
施
し

て
い
る
「
２
市
２
町
広
域
観
光
ル
ー
ト
の

整
備
」、
生
駒
郡
４
町
で
連
携
し
て
実
施

し
て
い
る
「
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」、
大

阪
府
柏
原
市
と
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結

な
ど
、
定
住
化
と
観
光
の
促
進
に
繋
が
る

施
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
近
隣
市
町
村
、
県
と
の
連
携
は

も
ち
ろ
ん
、
民
間
と
の
協
働
も
視
野
に
入

れ
、「
地
域
の
魅
力
向
上
」「
地
域
の
振
興
」

に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

A

王寺周辺広域市町村圏協議会の現状と
活用について

「地域の魅力向上」「地域の振興」に、さらに取り組ん
でいきます

昭和45年に王寺周辺広域市町村圏協議会が生まれ、生駒郡、北
葛城郡の連携と発展のため活動をしてきた。現在の状況と、７町
の枠組み以外で広域連携できる、定住や観光等の施策への取り組
みは？

Q

A

Q

一

般

質

問

平
成
29
年
６
月
2
日
開
催

平成 29年第２回定例会
その他の一般質問

☆町立図書館出入口付近の喫煙場所の撤去を
☆ごみ減量化の目標値達成のための具体的な
とりくみを

☆清掃業務の入札について
☆全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の運
用について

☆管理不全建物への対応について
☆スマートフォンを使った、道路や公共施設
の危険個所を投稿できる無料アプリの活用
について。
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総 務 建 設
常任委員会
総 務 建 設
常任委員会
総 務 建 設
常任委員会

▶開会日
　平成29年6月5日（月）
　　　午前9時30分～

同
意
第
3
号
〜
第
13
号

上
田　

治
男	

勢
野
東
６
丁
目
３
番
22
号

	

昭
和
15
年
５
月
28
日
生

瓜
生　

芳
永	

勢
野
東
３
丁
目
８
番
18
号

	

昭
和
25
年
３
月
９
日
生

大
川
喜
代
次	

立
野
北
１
丁
目
９
番
５
号

	

昭
和
22
年
９
月
23
日
生

岡
田　

哲
夫	

勢
野
東
４
丁
目
１
番
39
号

	

昭
和
23
年
１
月
８
日
生

坂
本　

定
義	

立
野
北
１
丁
目
４
番
44
号

	

昭
和
17
年
１
月
１
日
生

下
村　
　

修	

立
野
南
３
丁
目
３
番
11
号

	

昭
和
11
年
９
月
21
日
生

谷
口　

誠
男	

信
貴
南
畑
１
丁
目
５
番
41
号

	

昭
和
23
年
６
月
10
日
生

森
田　

昭
男	

勢
野
東
３
丁
目
10
番
13
号

	

昭
和
18
年
１
月
３
日
生

保
育
料
負
担
軽
減
と
な
る
対
象
者

の
数
と
軽
減
分
の
財
源
に
つ
い
て

非
課
税
世
帯
の
第
２
子
以
降
が
無

償
と
な
る
対
象
者
は
７
名
、
ひ
と

り
親
世
帯
等
で
負
担
軽
減
と
な
る
対
象

者
は
12
名
で
す
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
保
育
料
を
軽
減

し
た
分
の
２
分
の
１
が
国
、
４
分
の
１

が
県
の
補
助
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

町
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
通
知
書

の
発
送
に
つ
い
て

発
送
通
数
は
３
７
２
７
通
で
す
。

５
月
18
日
付
で
総
務
省
よ
り
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
不
記
載
・
ア
ス
タ
リ
ス
ク

表
記
等
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
の
通
知
が

あ
り
、
通
知
に
従
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
載
し
て
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
し
た
。

建
設
費
等
に
つ
い
て

本
跨
線
橋
は
昭
和
58
年
に
架
設
さ

れ
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

に
よ
り
、
今
回
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

Q 

＆ 

A

Q 

＆ 

A

AA QQ
議
案
第
26
号

議
案
第
30
号

平
成
29
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）　

　
　
（
賛
成
多
数
原
案
可
決
）

平
成
29
年
度
町
道
勢
野
１
６
６
号
線
（
東

信
貴
ケ
丘
跨
線
橋
）
補
修
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て （

全
会
一
致
原
案
可
決
）

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

よ
り
委
員
の
選
出
方
法
が
市
町
村
長
の
任

命
制
に
変
更
さ
れ
、
現
委
員
の
任
期
が
本

年
７
月
14
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
新
制

度
に
基
づ
く
新
た
な
委
員
の
任
命
に
同
意

す
る
も
の
で
す
。

文 教 厚 生
常任委員会
文 教 厚 生
常任委員会
文 教 厚 生
常任委員会

▶開会日
　平成29年６月６日（火）
　　　午前９時30分～

　

線
路
上
か
ら
足
場
仮
設
を
行
う
た
め

最
終
電
車
通
過
後
の
作
業
と
な
り
、
ま

た
始
発
電
車
ま
で
に
足
場
を
撤
去
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
作
業
を
偶
数
日
に

限
る
と
い
う
制
約
も
受
け
る
た
め
、
足

場
仮
設
費
や
人
件
費
等
が
増
大
し
、
通

常
の
工
事
よ
り
も
建
設
費
が
上
が
っ
て

い
ま
す
が
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
活
用
し
、
橋
梁
全
体
の
再
塗
装
、

透
視
可
能
な
目
隠
し
板
へ
の
取
替
え
、

橋
面
の
舗
装
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
期
は
平
成
30
年
３
月
23
日

ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
期
間
中
、

約
２
〜
３
か
月
程
度
の
通
行
止
め
を
必

要
と
し
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
夏
休
み

等
通
学
に
影
響
の
少
な
い
期
間
と
な
る

よ
う
関
係
機
関
と
調
整
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 

＆ 

A

A Q

議
案
第
29
号

三
郷
町
保
育
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
　
（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

購
入
し
た
電
子
黒
板
の
内
訳
と
今

後
の
購
入
計
画
に
つ
い
て

三
郷
小
学
校
が
７
台
で
３
５
９
万

８
５
６
０
円
、
三
郷
北
小
学
校
が

９
台
で
４
６
２
万
６
７
２
０
円
で
す
。

　

購
入
計
画
は
、
電
子
黒
板
・
書
画
カ

メ
ラ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
三
郷
小
学

校
は
25
台
、
三
郷
北
小
学
校
は
29
台
、

三
郷
中
学
校
は
22
台
ず
つ
、
ま
た
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
三
郷
小
学
校
・

三
郷
北
小
学
校
と
も
に
１
９
０
台
、
三

郷
中
学
校
は
２
２
０
台
。
３
校
の
合
計

は
、
電
子
黒
板
・
書
画
カ
メ
ラ
と
も
に

76
台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
６
０
０
台
で
す
。

こ
の
計
画
に
よ
る
導
入
は
平
成
30
年
度

に
終
了
す
る
予
定
で
す
。

Q 

＆ 

A

A Q 議
案
第
32
号
・
第
33
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

安
井　

富
男	

勢
野
西
１
丁
目
３
番
20
号

	

昭
和
16
年
９
月
26
日
生

山
本　

茂
男	

立
野
北
１
丁
目
24
番
８
号

	

昭
和
12
年
10
月
４
日
生

吉
岡　

義
則	

勢
野
西
３
丁
目
６
番
５
号

	

昭
和
12
年
９
月
19
日
生
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三郷議会だより　第223号

２
日　

第
２
回
定
例
会
本
会
議

５
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

６
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

７
日　

上
下
水
道
特
別
委
員
会

９
日　

全
員
協
議
会
・
本
会
議

16
日　

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

23
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

５
日　

奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　

正
副
議
長
研
修
会

８
日　

差
別
を
な
く
す
町
民
集
会

21
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

31
日　

奈
良
県
民
集
会

お
詫
び
と
訂
正

　

平
成
29
年
６
月
１
日
に
発
行
致
し

ま
し
た
「
議
会
だ
よ
り
第
２
２
２

号
」
に
お
き
ま
し
て
、
４
ペ
ー
ジ

「
議
会
運
営
委
員
会
」
の
委
員
集
合

写
真
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
合
写
真
に
委
員
と
し
て
深
木
健

宏
議
員
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
正
し
く
は
佐
野
英
史
議
員
の
誤

り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会
・
議
会
事
務
局

６ 

月
７ 

月

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

平成29年第２回（６月）三郷町議会定例会
６月２日（金）～６月９日（金）

	 議　　　　　　案	 審 議 結 果	 付託委員会
同意第 3 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 4 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 5 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 6 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 7 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 8 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 9 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 10 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 11 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 12 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 13 号	農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
承認第 6 号	平成 29 年度三郷町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算	 全会一致原案承認	 総務建設常任委員会
	 （第1号）の専決処分について	
議案第 26 号	平成 29 年度三郷町一般会計補正予算（第1号）	 賛成多数原案可決	

議案第 27 号	平成 29 年度三郷町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第 28 号	職員の育児休業等に関する条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第 29 号	三郷町保育料等徴収条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第 30 号	平成 29 年度町道勢野 166 号線（東信貴ケ丘跨線橋）補修工事請負	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
	 契約の締結について	
議案第 31 号	平成 29 年度県水配水池（4,000 ㎥）耐震補強及び緊急遮断弁設置	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
	 工事請負契約の締結について	
議案第 32 号	財産の取得について	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第 33 号	財産の取得について	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会

報告第 2 号	平成 28 年度繰越明許費繰越計算書について	 報　告　受　理	

報告第 3 号	寄附の受け入れについて	 報　告　受　理	 総務建設常任委員会

　

私
が
、
神
戸
か
ら
美
松
ケ
丘

に
引
っ
越
し
て
き
て
、
ま
も
な

く
35
年
に
な
り
ま
す
。
家
は
団

地
の
一
番
奥
で
、
道
を
挟
ん
で

畑
と
田
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し

た
林
の
先
に
は
平
群
町
の
春
日

丘
の
住
宅
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　

引
っ
越
し
て
き
た
当
初
の
こ

ろ
は
、
そ
の
林
で
夜
に
な
る
と

フ
ク
ロ
ウ
が
ホ
ー
ホ
ー
と
鳴
き
、

夕
暮
時
に
は
飛
ぶ
姿
も
見
か
け

た
も
の
で
し
た
。

　

今
年
の
４
月
の
あ
る
日
の
夜
、

ト
イ
レ
に
入
る
と
ホ
ー
ホ
ー
と

い
う
鳴
き
声
。
す
ぐ
に
家
の
前

の
道
に
飛
び
出
し
た
と
こ
ろ
、

間
違
い
な
く
フ
ク
ロ
ウ
の
鳴
き

声
。
お
よ
そ
30
年
ぶ
り
ぐ
ら
い

に
聞
く
鳴
き
声
で
し
た
。

　

あ
ま
り
の
う
れ
し
さ
に
、
通

り
が
か
っ
た
小
学
生
２
人
と
そ

の
母
親
に
、「
ほ
ら
、
フ
ク
ロ
ウ

が
鳴
い
て
い
る
。
何
十
年
ぶ
り

か
な
。
昔
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
鳴

い
て
い
た
ん
だ
。」
と
上
気
し
て

告
げ
ま
し
た
。
数
年
前
に
引
っ

越
し
て
き
た
ば
か
り
の
親
子
は
、

「
え
っ
、
こ
れ
が
フ
ク
ロ
ウ
の
声
、

は
じ
め
て
。」

　

そ
の
後
も
何
回
と
な
く
鳴
き

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ず
っ

と
続
き
ま
す
よ
う
に
。　
　

 

○久

｛ 総務建設常任委員会
文教厚生常任委員会

｛ 総務建設常任委員会
文教厚生常任委員会


